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HMF の作用について体重測定、強制水泳試験(forced swim test; FST)、尾懸垂試験(tail 
suspension test; TST)を用いて検討している。その結果、CORT誘発性うつ病態様モデルマウ





























る BDNF 発現量の増加が認められた。また、酸棗仁湯は MK-801 誘発性統合失調症陽性様
症状に対する異常行動（過活動）抑制傾向及びMK-801誘発性短期作業記憶障害モデルマウ
スの交替行動率低下の改善傾向も示した。これらの結果は酸棗仁湯の新たな適応の可能性












 本学位論文の予備審査会は、平成 29年 12月 21日に松山大学薬学部で開催され、口頭発
表と質疑応答が行われた。さらに、学位論文審査委員により本学位論文の内容について審査
が行われた。その結果、本学位論文に記載された研究成果は、新規性と学術性が高く、その
内容は薬学に関連する学問領域において高く評価されることから、審査委員全員一致して、
博士（薬学）の学位を授与するに値するものと判定した。 
 
 
